
施設園芸産地力強化支援事業（継続） 

 

１ 趣    旨 

市場ニーズの高い時期（需要期）への安定出荷を進め、園芸産地の復興と拡大を成し遂げるためには、生産の施設化や省力・生産安定 

技術等の普及が重要である。これら技術を支える良質な水源の確保を進め、施設園芸産地力の強化を支援する。 

 

２ 事 業 内 容 

他の補助制度等を活用して園芸作物の施設化に取り組む産地（受益面積概ね０．５ha以上）を対象に、併せて行う良質な水源確保に 

係る経費（付帯設備を含む）について支援する。 

 

３ 事業実施主体   農業協同組合等農業団体、農業法人 等 

 

４ 予 算 額   １４，７７７千円 

 

５ 補 助 率   １／２以内（補助上限１，０００千円／か所） 

           ※ 付帯設備のうち活用する他の補助制度等で対象となるものを除く。 

 

６ 事業実施期間   令和元年度～令和３年度                                         

 

【担当課：生産流通総室園芸課 ０２４－５２１－７３５５】  
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水源確保の取組を支援

（補助率１／２以内）
・良質な水源確保に係る費用

（補助上限1,000千円/か所）

施設園芸産地力強化支援事業
R1-R3：総事業費60百万円(想定)

（うちR3：14,777千円）

うちの産地でパイ

プハウスの大規模

導入を進めたい！

けれど・・・

ＪＡ等

施設化やＩＣＴ技

術導入には、良質

な水源が必須だが、

活用できる事業が

ない・・・

これなら大規

模な施設化等

を進めること

ができる！

課題要望

【事業のねらい】

産地パワーアップ事業等と

併せてＩＣＴ等技術導入や

施設化を推進！
・自動かん水同時施肥装置

・パイプハウス（資材費）

・暖房機

・炭酸ガス発生装置 ほか

Ｑ 「井戸」は汎用性が高く、資産形成に直結するおそれもある。

制度が悪用されかねないのでは？

Ａ 産地パワーアップ事業等を活用して施設化を進める場合に、一体

的に水源確保に取り組むものを対象とすること、財産管理台帳の整

備を定めて「農業利用である」こと、「整備後の適正な財産管理」

を担保します。

また、施設導入面積も概ね０．５ha以上とし、まとまった規模の

事業計画を有する地区に限定します。

県の

支援

省力化

出荷期

間延長

収量品

質向上

事業目的等についてのＱ＆Ａ
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